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 画像解析マニュアル
 ブラウザを開き、アドレス欄にカメラの アドレスを入力し、 アクセスします。

 左のソフトボタンの をクリックし、 を開きます。

初期設定が完了していない場合は、初期設定を行います

 画像ストレージの「 」を開きます。

 に「 」を選択して をクリックし、

をクリックします。
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 をクリックして、永久保存します。

 から再起動のページを開きます。

 をクリックして、再起動を行います。

 再起動後、改めて「 」を開きます。

 フラッシュカードの をクリックします。
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 「 」にチェックマークを入れ、 をクリックします。

もし、画像保存にも カードを使用する場合は、「 」に

もチェックマークを入れ、画像解析用の容量 を入力します。

画像解析の結果は、 分毎に保存されます。 時間 日間で解析した場合、一か月

あたりに必要な容量は、最大 程度になります。もし、画像解析結果をカメラ内の

カードに長期間保存したい場合は、十分な容量を持った カード最大

に交換する必要があります。

画像解析の容量が設定した容量に達した場合、過去の最も古いデータから自動的に上

書きが開始されます。

画像保存用には、 や を併用して使用することが可

能です。

カードのセキュリティモード暗号化をする場合には、「

」にチェックマークを入れ、「 」にチェックマークを入れ、暗

号を入力します。

 ユーザ名とパスワードを入力し、 をクリックします。
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 フォーマットが開始されます。フォーマット完了後、 をクリックします。

 「 」のページに戻り、「 」

にチェックマークを入れます。

別途画像保存を行いたい場合は、ここでストレージの設定を行います。

 ページ下部の をクリックし、 をクリックします。

  

 をクリックして、永久保存します。

 から再起動のページを開きます。

 をクリックして、再起動を行います。
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 再起動後、ブラウザのライブ画面のプルダウンメニューから、下記の項目を設定しま

す。

 表示モード

 

 をクリックし、 を開きます。

 の を開きます。

 を「 」にします。

 時間で制御したい場合は、タイムテーブルを選択します。特に時間制御を行い場合は、

「タイムテーブルなし」のまま、次に進みます。

タイムテーブルの設定は別途マニュアルを参考にして下さい。

 低照度時の解析の有無を設定します。低照度時は、解析の精度が低いため、ある程度

の照度例 以下になった場合は、動作しない設定をお勧めいたします。
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 画像解析を行う検出エリアを指定します。

検出エリアの指定は、ライブ画像を表示し、エリアの左上で「 キー 左クリック」

を行い、黄色の印が表示されたことを確認し、次にエリアの右下を「左クリック」し

ます。そして、エリアが黄色の長方形で表示されたことを確認した後、

をクリックして座標軸を追加します。

検出エリアを常に表示するには、「 」にチェックマークを入れます。

検出エリア 
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 次にカメラが設置されている高さ天井高を設定します。単位は です。

の場合は、天井高

の場合は、天井高

 設置アングルを設定します。天井設置の場合は、「 」と入力します。

 最小検出サイズを設定します。サイズは検出エリアと同様に画像上で黄色い長方形エ

リアを表示した後、 をクリックします。

最小検出サイズ

エリア 
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 照明と影の環境設定を行います。

 人工的な明かりで影のない環境

 わずかな太陽光が入り、不鮮明な影が表示

 太陽光がしっかり入り、はっきりとした影が表示

 照明と影の環境をカスタム設定します。

  照明の環境を設定します。

 一定の照度が保たれる環境

 ゆっくりと照度が変化する環境

 照度が急速に変化する環境 照明の をする環境など

  影の環境を設定します。

と のみで設定可能

 複雑な被写体 暗い背景

 シンプルな被写体 明るい背景

 影検出の感度を設定します。

低 中 高
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 検出感度を設定します。数値を上げることによって、対象物と背景の違いが明確にな

り、より検出され易くなります。

「 」と「 」では感度設

定を行うことができません。

 カメラが検出している解析内容を表示します。

必ず最初の設定の際には表示を行い、実際にカメラが解析している状況を確認するこ

とをお勧めいたします。

 検出している対象物のボックス表示色指定を設定します。

 検出している対象物の動線表示色指定を設定します。

 検収している対象物のピクセル表示色指定を設定します。

◇ 透明度
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 対象物をカウントするラインを設定します。

ラインを設定するには、ライブ画像を表示し、始点で

「 左クリック」を行い、黄色の印が表示さ

れたことを確認し、次にエリアの終点で「左クリック」

します。そして、ラインが黄色く表示されたことを確認

した後、 をクリックして座標軸を追加しま

す。最大 ライン

各ラインの座標軸等の情報が表示されます。

固有の番号 任意 任意 任意

例

パラメーター 説明

このラインでカウントを行う画像センサカメラ画像を選択します

 単眼カメラ及び複眼カメラにおいて右側のカメラ画像センサ

 複眼カメラにおいて左側のカメラ画像センサ

水平ポジションの始点

垂直ポジションの始点

水平ポジションの終点

垂直ポジションの終点

画像上に表示されるカウントラインの固有番号

必ず各ラインに固有の番号を与えて下さい

カウントラインを説明する名前例 レポート時に表示されます。

オプションのパラメーター、半角英数字

ラインの左へクロスしたオブジェクトの説明例 レポート時に表示されます。

オプションのパラメーター、半角英数字

ラインの右へクロスしたオブジェクトの説明例 レポート時に表示されま

す。

オプションのパラメーター、半角英数字
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次の対象物がカウントされるまでのデッドタイムを設定します。

カウントするラインの表示を設定します。

オフ

オン

通常時は表示、カウント時には非表示

通常時は表示、カウント時にはハイライト表示

通常時は非表示、カウント時にはハイライト表示

カウントするラインの色を設定します。

ライン や、カウント情報のテキストの色を設定します。

ライン を表示する場合には、チェックマークを入れます。

カウント情報を表示する場合には、チェックマークを入れます。

 ページ下部の をクリックします。

  



12 

 

 動線密度の設定を行います。まず、 をクリックして、リファレンス画像を保存し

ます。リファレンス画像は、レポート時にベースとなる背景画像です。

 リファレンス画像を確認したい場合は をクリックします。

 リファレンス画像を削除したい場合は をクリックします。

 リファレンス画像を新しく保存したい場合は をクリックします。

 ライブ画像上で、動線密度 を表示したい場合は、「 」にチェッ

クマークを入れます。

 

ライブ表示上で表示する、最低値をパーセンテージで設定します。

 

ライブ表示上で表示する、最高値をパーセンテージで設定します。

 

画像右部分にレジェンド凡例を表示する場合は、チェックマークを

入れます。

レジェンド凡例
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 ページ下部の をクリックし、 をクリックします。

  

 をクリックして、永久保存します。

 をクリックし、 を開きます。

 の を開きます。

 ここでは、 の全体概要を確認することができます。

新しい画像解析記録を開始します。

すべての画像解析記録を消去します。
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 に戻り、 の を開きます。

 ここでは、カウント解析のレポート通知内容を設定します。

① プロファイル名を作成します任意。

② このプロファイルで、レポートするカウントラインを選択します。

③ このプロファイルで、集計する週の曜日を追加 削除することが可能です。

例月曜～金曜  ⇒  ⇒ 

土曜～日曜  ⇒  ⇒ 

④ レポートの出力単位を決定します。

週刊レポート

月刊レポート

⑤ レポートをする際の月 曜日を選択します。

今月 今週のレポート例月末や週末にレポートする際

先月 先週のレポート例月初めや週初めにレポートする際

⑥ レポートする時間の範囲を指定します。

⑦ レポートをする際の形式を選択します。

②  
①  

③  
④  

⑤  

⑥  
⑦  

 

①  
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 ページ下部の をクリックし、 をクリックします。

  

 をクリックして、永久保存します。

 次に の「 メールプロファイル」と「タイムタスク」を利用して、定期的

な メールレポートの設定を行います。

「 メールプロファイル」と「タイムタスク」の設定方法に関しては、別途マニュアル

をご参考ください。

レポート例

メールによる自動レポートではなく、マニュアルでレポートを取得する際には、

の を開き、ページ上部の にてプロ

ファイル名と取得したい月もしくは週を選択し、 をクリックします。
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 をクリックし、 を開きます。

 の を開きます。

 ここでは、動線密度解析のレポート通知内容を設定します。

① プロファイル名を作成します任意。

② レポートをする際の単位を選択します。

今日のレポート例 日の終わりにレポートする際

昨日のレポート例 日の初めにレポートする際

③ レポートする時間の範囲を指定します。

④ レジェンド凡例を表示する場合にはチェックマークを入れます。

⑤ 表示する動線密度のパーセンテージの範囲を指定します。

⑥ 動線密度表示の透明度を設定します。

①  
②  
③  
④  
⑤  
⑥  
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 ページ下部の をクリックし、 をクリックします。

  

 をクリックして、永久保存します。

 次に の「 メールプロファイル」と「タイムタスク」を利用して、定期的

な メールレポートの設定を行います。

「 メールプロファイル」と「タイムタスク」の設定方法に関しては、別途マニュアル

をご参考ください。

レポート例

メールによる自動レポートではなく、マニュアルでレポートを取得する際には、

の を開き、ページ上部の で日時範囲を選択

して、 をクリックするか、 にて日時を指定し をク

リックします。


